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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年9月1日(2014.9.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　さらに、ＫＣＮＱ２／３Ｋ＋チャンネルは、多数の他の疾患、例えば偏頭痛（米国特許
第２００２／０１２８２７７号明細書）、認識疾患（Ｇｒｉｂｋｏｆｆ著，　Ｅｘｐｅｒ
ｔ　Ｏｐｉｎ　Ｔｈｅｒ　Ｔａｒｇｅｔｓ　２００３；　７（６）：　７３７－７４８）
、不安状態（Ｋｏｒｓｇａａｒｄ　ｅｔ　ａｌ．著，　Ｊ　Ｐｈａｒｍａｃｏｌ　Ｅｘｐ
　Ｔｈｅｒ．　２００５，　１４（１）：　２８２－９２）、てんかん（Ｗｉｃｋｅｎｄ
ｅｎ　ｅｔ　ａｌ．著，　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｏｐｉｎ　Ｔｈｅｒ　Ｐａｔ　２００４，　１
４（４）：　４５７－４６９；　Ｇｒｉｂｋｏｆｆ著，　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｏｐｉｎ　Ｔｈ
ｅｒ　Ｔａｒｇｅｔｓ　２００８，　１２（５）：　５６５－８１；　Ｍｉｃｅｌｉ　ｅ
ｔ　ａｌ．著，　Ｃｕｒｒ　Ｏｐｉｎ　Ｐｈａｒｍａｃｏｌ　２００８，　８（１）：　
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６５－７４）、尿失禁（Ｓｔｒｅｎｇ　ｅｔ　ａｌ．著，　Ｊ　Ｕｒｏｌ　２００４；１
７２：　２０５４－２０５８）、依存症（Ｈａｎｓｅｎ　ｅｔ　ａｌ．著，　Ｅｕｒ　Ｊ
　Ｐｈａｒｍａｃｏｌ　２００７，　５７０（１－３）：　７７－８８）、躁病／双極性
障害（Ｄｅｎｃｋｅｒ　ｅｔ　ａｌ．著，　Ｅｐｉｌｅｐｓｙ　Ｂｅｈａｖ　２００８，
　１２（１）：　４９－５３）、筋失調に関連する運動障害（Ｒｉｃｈｔｅｒ　ｅｔ　ａ
ｌ．著，　Ｂｒ　Ｊ　Ｐｈａｒｍａｃｏｌ　２００６，　１４９（６）：　７４７－５３
）の治療のための適当な対象である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　有利に、本発明による医薬は、痛み、有利に急性痛、慢性痛、神経障害性痛、筋肉性痛
及び炎症性痛からなる群から選択される痛み；てんかん、尿失禁、不安状態、依存症、躁
病、双極性障害、偏頭痛、認識疾患、筋失調を関連する運動異常症及び／又は尿失禁から
なる群から選択される１種又は数種の疾患の治療のために適している。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　痛み、有利に急性痛、慢性痛、神経障害性痛、筋肉性痛及び炎症性痛から選択される痛
み；てんかん、尿失禁、不安状態、依存症、躁病、双極性障害、偏頭痛、認識障害、筋失
調と関連する運動障害及び／又は尿失禁を治療するための医薬を製造するための、少なく
とも１種の本発明による置換された３－アミノ－２－メルカプトキノリン並びに場合によ
り１種若しくは数種の製剤学的に許容された助剤の使用が有利である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
　本発明の他の主題は、痛み、有利に急性痛、慢性痛、神経障害性痛、筋肉性痛及び炎症
性痛から選択される痛み；てんかん、尿失禁、不安状態、依存症、躁病、双極性障害、偏
頭痛、認識障害、筋失調と関連する運動障害及び／又は尿失禁を治療するための、少なく
とも１種の本発明による置換された３－アミノ－２－メルカプトキノリン並びに場合によ
り１種若しくは数種の製剤学的に許容された助剤である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１３】
　痛み、てんかん、不安状態、依存症、躁病、双極性障害、偏頭痛、認識障害、筋失調と
関連する運動障害及び／又は尿失禁の治療のための医薬を製造するための、個々の立体異
性体又はその混合物、遊離化合物及び／又はその生理学的に許容し得る塩の形態での請求
項１から１１のいずれか一項に記載の少なくとも１種の３－アミノ－２－メルカプトキノ
リンの使用。
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